
　

日
の
出
が
早
く
な
っ
た
五
月
の

朝
、
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
リ
ン
の
音

が
町
内
に
鳴
り
響
く
。
こ
れ
は
毎

年
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
半
年

間
、
毎
月
一
回
行
わ
れ
る
町
会
の

一
斉
清
掃
に
集
合
す
る
合
図
で
あ

る
。
こ
の
一
斉
清
掃
は
六
月
と
九

月
に
実
施
さ
れ
る
市
全
体
で
の
催

し
が
あ
る
時
は
六
時
よ
り
、
そ
う

で
な
い
月
は
六
時
半
よ
り
作
業
を

開
始
し
て
い
る
。
場
所
は
女
鳥
羽

川
と
、
め
と
ば
公
園
を
中
心
に
実

施
し
て
い
る
。

　

こ
の
リ
ン
の
音
を
聞
く
と
三
々

五
々
各
家
の
戸
口
が
開
き
、
町
会

の
皆
が
朝
の
挨
拶
を
交
わ
し
な
が

ら
集
り
だ
す
。
中
に
は
リ
ン
の

鳴
っ
て
い
る
時
に
既
に
作
業
を
し

て
い
る
熱
の
入
っ
た
人
も
居
る
。

も
っ
と
も
こ
の
一
斉
清
掃
の
年
間

日
程
表
は
衛
生
部
長
が
前
も
っ
て

全
戸
配
布
し
て
あ
る
の
で
皆
承
知

し
て
い
る
。
当
日
は
自
分
の
担
当

場
所
に
行
き
、
有
志
に
よ
っ
て
事

前
に
草
刈
機
で
除
草
さ
れ
た
草

や
、
つ
つ
じ
等
の
植
込
の
枝
落
し

さ
れ
た
も
の
の
回
収
及
び
除
草
さ

れ
ず
に
残
っ
た
草
の
取
除
き
を
各

自
そ
れ
ぞ
れ
始
め
る
。
清
掃
が
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
最
後
に
片
付
い
た

一
帯
を
皆
で
一
緒
に
見
る
こ
と
は

楽
し
い
も
の
だ
。
お
互
い
に
言
葉

　

北
上
横
田
町
と
聞
か
れ
て
も
皆

さ
ん
城
東
地
区
の
ど
こ
に
あ
る
か

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

当
町
会
は
和
泉
町
と
岡
宮
神
社

の
通
り
に
挟
ま
れ
た
一
角
に
あ
り

ま
す
。

（
地
図
参
照
）

　

昭
和
30
年
代
の
後
半
に
は
戸
数

１
３
０
戸
以
上
、
組
数
24
組
、
沢

山
の
子
供
が
遊
ぶ
活
気
が
あ
る
町

で
し
た
。
当
時
の
町
会
で
は
町
会

長
選
挙
も
実
施
さ
れ
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
町
に
は
八
百
屋

さ
ん
、
豆
腐
屋
さ
ん
、
食
料
雑
貨

店
等
が
あ
り
生
活
感
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
宮
神
社
大

祭
、
四
柱
神
社
大
祭
で
は
今
で
も

舞
台
小
屋
に
あ
る
山
車
に
子
供
ら

が
乗
り
こ
み
、
大
人
が
綱
を
引
き
、

祭
り
に
乗
り
こ
ん
だ
も
の
で
す
。

　

で
は
、
現
状
は
ど
う
か
と
い
う

と
、
町
会
戸
数
は
60
戸
を
割
っ
て

し
ま
い
組
数
は
12
組
で
す
。
更
に

来
期
か
ら
は
８
組
に
編
成
し
直
す

予
定
で
す
。
戸
数
が
減
る
と
共
に

町
会
の
人
口
が
激
減
し
（
最
盛
期

の
３
分
の
１
以
下
）、
高
齢
者
の

夫
婦
だ
け
の
世
帯
、
高
齢
者
の
一

人
住
ま
い
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

今
、
町
会
の
悩
み
事
は
、
町
会

役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
こ
と
で

す
。
一
人
で
何
役
も
兼
任
し
た
り
、

同
じ
人
に
20
年
近
く
同
じ
役
職

を
お
願
い
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
町
会
員
の
減
少
の
う
え
に
勤

労
者
の
定
年
が
延
び
、
仕
事
と
役

員
の
両
立
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
特
に
、
本
年
は
民
生

児
童
委
員
を
推
薦
し
な
く
て
は
な

ら
ず
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。
も

は
や
町
会
で
民
生
児
童
委
員
を
選

出
す
る
こ
と
は
、
無
理
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
当
町
会
が
他
町
会
に

誇
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
町

会
に
は
稲
荷
社
が
あ
り
道
祖
神

を
交
わ
し
合
っ
た
り
し
て
結
構
交

歓
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
会
の
皆
が
一
堂
に
顔
を
合
わ

す
の
は
一
斉
清
掃
の
時
だ
け
で
は

な
い
。
町
会
で
は
新
年
会
・
日
帰

親
睦
旅
行
・
定
期
総
会
後
の
懇
親

会
等
が
有
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
盛
況
で

あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
最
近
「
お

茶
会
」・「
居
酒
屋
」
が
出
来
た
。

こ
れ
は
公
民
館
長
が
提
案
し
た
も

の
で
、
お
茶
会
は
昼
間
、
居
酒
屋

は
夜
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
開
催

に
は
、
ど
ち
ら
も
参
加
者
調
べ
を

す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
開
催
案

内
を
出
す
だ
け
で
あ
る
。

　

開
催
の
当
日
、
参
加
者
は
家
に

あ
る
茶
菓
子
や
酒
の
つ
ま
み
、
酒

類
を
持
っ
て
来
て
少
々
の
木
戸
銭

を
払
い
大
い
に
楽
し
む
。
新
鮮
さ

も
あ
っ
て
大
盛
況
だ
。

　

こ
の
催
し
の
集
り
方
は
「
お
茶

会
し
た
い
者
こ
の
指
と
ま
れ
」「
居

酒
屋
し
た
い
者
こ
の
指
と
ま
れ
」

と
云
っ
て
人
差
し
指
を
立
て
た
ら

大
勢
集
り
、
こ
の
成
功
に
安
堵
し
、

参
加
し
て
く
れ
た
人
の
気
寄
り
良

さ
を
再
認
識
し
た
。 

　

当
町
会
は
何
を
す
る
に
も
こ
の

姿
が
伺
え
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

町
会
活
動
の
基
本
は
こ
の
気
寄
り

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
「
気
寄
り
の
良
さ
」
を
大
切

に
ま
す
ま
す
守
り
育
て
て
行
き
た

い
も
の
だ
。　　
　
　
　
　
（
都
筑
）

女
鳥
羽
町
の
気
寄
り

祭
、
初
午
祭
、
御
位
日
の
三
つ
の

祭
事
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
す
。

町
会
員
の
親
睦
と
連
帯
に
大
い
に

寄
与
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
会
が
現
在
、
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
は
、
公
民
館
広
場
の
花
壇

で
す
。
事
の
始
め
は
４
年
前
現
町

会
長
が
芝
桜
を
広
場
に
移
植
し
た

こ
と
で
す
。
芝
桜
が
広
場
に
広
が

る
と
春
に
は
と
て
も
美
し
く
咲
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
四

季
を
通
じ
て
花
が
咲
く
広
場
に
し

よ
う
と
花
壇
を
作
り
ま
し
た
。
公

民
館
活
動
費
の
一
部
で
花
の
苗
を

購
入
し
、
ま
た
市
か
ら
春
と
秋
に

配
布
さ
れ
る
花
の
苗
を
植
え
て
公

民
館
広
場
の
美
化
に
務
め
て
い
ま

す
。
町
の
住
民
が
公
民
館
広
場
を

訪
れ
た
と
き
、
ほ
ん
の
少
し
気
持

ち
が
和
ら
ぎ
ほ
っ
と
し
て
く
れ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。　   （
清
澤
）

　

北
上
横
田
町
の
今
昔

林昌寺
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●城東地区●
1930 世帯
　男 1816 人
　女 1947 人
合計 3763 人
Ｈ 28 . 9 . 1 現在



●
川
の
名
称
●

　

三
才
山
峠
か
ら
の
流
れ
を
源
流

と
す
る
一
級
河
川
女
鳥
羽
川
の

名
前
の
由
来
は
、
江
戸
時
代
の

初
め
頃
迄
は
「
め
と
う
だ
川
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
年
）
松
本
城
主
水
野

忠
直
が
、
玄
向
寺
の
裏
山
に
父
忠

職
の
廟
所
を
造
っ
た
際
、
廟
所
の

横
に
め
と
う
だ
川
に
通
じ
る
小
川

が
あ
り
、
其
の
上
流
に
三
つ
の
滝

を
造
り
（
現
在
は
無
い
が
）、
こ

の
滝
を
京
都
の
清
水
寺
の
山
中
か

ら
湧
き
出
る
音
羽
の
滝
に
な
ぞ
ら

え
て
女
鳥
羽
の
滝
と
し
、
以
後
め

と
う
だ
川
か
ら
「
女
鳥
羽
川
」
と

呼
ば
れ
る
様
に
な
っ
た
。

●
道
路
と
太
田
有
親
●

　

明
治
四
十
年
市
制
の
発
展
か

ら
、
大
正
時
代
に
成
る
と
旧
城
下

町
の
外
側
に
も
新
し
い
町
々
が
形

成
さ
れ
、
其
の
一
部
と
し
て
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
に
、「
戦

国
時
代
」
は
城
郭
か
ら
北
東
に
位

置
し
、
総
掘
り
と
伴
に
廓
を
守
る

川
沿
い
の
為
、
川
の
伏
流
水
に
よ

り
葦
や
水
草
が
生
え
た
湿
地
帯
・

沼
地
で
寂
し
い
地
域
で
有
っ
た

が
、
将
来
の
利
便
性
を
見
据
え
て

の
道
路
開
発
が
、
旧
松
本
藩
士
太

田
家
（
浅
野
家
同
様
に
松
の
廊
下

で
抜
刀
し
改
易
さ
れ
た
水
野
忠
恒

の
後
、
赴
任
し
た
城
主
戸
田
光
慈

に
仕
え
て
以
来
、
家
老
・
奉
行
等

の
要
職
を
務
め
、
大
政
奉
還
で
大

名
町
か
ら
転
移
）
の
太
田
有
親
北

上
横
田
区
長
が
中
心
と
な
っ
て
、

北
は
木
造
大
日
如
来
像
（
松
本
指

定
文
化
財
が
安
置
）
の
大
安
楽
寺

入
口
か
ら
葭
町
の
交
差
点
ま
で
約

四
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
七
メ
ー
ト

ル
（
現
在
も
当
時
の
ま
ま
）
を
同

年
内
に
着
手
完
成
さ
せ
た
。

●
女
鳥
羽
町
の
語
源
●

　

町
名
に
つ
い
て
昭
和
八
年
発
刊

の
松
本
市
史
に
よ
る
と
「
す
で

に
道
筋
を
描
き
、
開
発
が
模
索

さ
れ
て
い
た
頃
で
、
町
の
東
側
に

沿
っ
て
女
鳥
羽
川
が
流
れ
、
川
の

名
前
を
残
す
町
と
し
て
女
鳥
羽
町

と
任
意
的
な
呼
称
を
大
正
十
二
年

の
開
道
道
路
委
員
に
よ
り
発
案
さ

れ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
松

本
市
行
政
区
画
認
定
は
昭
和
三
年

頃
）。

●
町
が
誕
生
し
た
年
●

　

町
の
誕
生
は
大
正
十
二
年
。

　

同
年
九
月
一
日
に
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七・
九
の
相
模
湾
北
部

を
震
源
と
す
る
海
溝
型
の
関
東
地

震
（
関
東
大
震
災
）
が
発
生
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
年
。

　

ま
た
、
こ
の
地
震
に
ち
な
み
、

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
が
制

定
さ
れ
た
。

●
開
道
碑
と
町
会
長
●

　

初
代
女
鳥
羽
町
区
長
（
昭
和

二
十
二
年
か
ら
町
会
長
）
に
は
、

初
代
松
本
市
長
小
里
頼
永
か
ら
太

田
有
親
が
任
命
さ
れ
、
開
道
碑
は

大
正
十
三
年
に
建
立
さ
れ
る
。
裏

面
の
碑
文
に
金
千
四
百
五
十
八
円

の
寄
付
金
者
名
簿
と
土
地
寄
付
者

名
簿
が
刻
ま
れ
、
現
太
田
家
の
駐

車
場
入
口
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

●
町
内
の
変
遷
●

　

昭
和
二
年
頃
に
は
道
の
両
側
に

家
々
が
建
ち
始
め
、
活
気
溢
れ
る

町
が
見
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
九
年

四
月
、
積
年
の
願
望
で
有
っ
た
町

会
の
「
公
民
館
」
が
開
館
し
気
軽

に
有
効
利
用
が
可
能
と
な
る
。

　

昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風

は
、
女
鳥
羽
川
を
氾
濫
さ
せ
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
松
本
市
に
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　
「
住
居
表
示
法
」
で
、
昭
和

四
十
年
九
月
一
日
に
松
本
市
は
市

街
地
に
対
し
新
町
名
を
発
令
。
女

鳥
羽
町
も
二
分
さ
れ
た
が
、
従
来

の
人
的
交
流
や
城
下
町
（
新
町
、

枝
町
、
小
路
）
の
呼
び
名
が
消
え

る
面
か
ら
、
住
民
の
反
対
が
多
く
、

市
は
要
望
に
沿
っ
て
、
住
居
表
示

に
よ
る
「
新
町
名
」
と
「
任
意
団

体
」
と
し
て
旧
町
名
と
の
二
本
立

て
で
存
在
さ
せ
た
。
平
成
七
年
、

斜
弦
僑
の
「
元
女
橋
」
開
通
、
歩

行
利
用
に
役
立
つ
。「
女
鳥
羽
町
会
」

も
今
年
で
九
十
三
年
目
を
迎
え
、

大
安
楽
寺
付
近
の
僅
か
な
世
帯
か

ら
、
百
三
十
余
世
帯
（
準
世
帯
を

除
く
）
に
発
展
を
見
る
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
矢
島
）

　

連
日
の
猛
暑
の
中
、
八
月
十
日

の
午
後
、
城
東
地
区
夏
祭
り
の
一

環
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
盛
大

に
催
さ
れ
、
前
も
っ
て
応
募
さ
れ

た
25
名
の
歌
唱
者
が
、
自
慢
の
咽

を
次
々
に
披
露
し
、
盛
ん
な
拍
手

を
浴
び
た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

途
中
、
全
員
で
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
や
キ
ー
ボ
ー
ド
の
伴
奏
で
何
曲

か
の
懐
か
し
い
山
の
歌
を
合
唱

し
、
山
の
日
制
定
記
念
に
華
を
添

え
た
。

　

ま
た
夕
方
か
ら
は
、
浅
間
温
泉

の
「
若
獅
子
太
鼓
」
の
勇
壮
な
演

奏
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
早

く
も
来
年
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
趣

向
に
つ
い
て
、
主
催
者
・
参
加
者

双
方
の
熱
く
率
直
な
話
し
合
い
が

さ
れ
て
い
た
。　　
　
　
（
征
矢
野
） 

女
鳥
羽
町
の

生
い
立
ち
と
歩
み

 

山
の
日
制
定
記
念
カ
ラ
オ
ケ
大
会

暑
さ
吹
き
飛
ば
す
熱
唱

城
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

熱唱する参加者

開道碑

若獅子太鼓の演奏

自慢の歌声を披露
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